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 本研究では，未溶着が内在する鋼製橋脚隅角部に関して，延性き裂の発生・進展に着目した既往の実

験と新たに行った実験により得られた結果から，十字継手溶接部の溶接ディテールが変形能・エネルギ

ー吸収量に与える影響についてまとめたものである．溶接部性状として未溶着高さ，フィレット半径，

溶接ビード脚長を取り上げ，これらのパラメータが部材の耐震性能に及ぼす影響を検証した．これによ

り，溶接ビード脚長が大きくき裂が柱フランジに進展する場合，未溶着高さやフィレット半径は変形

能・エネルギー吸収量共にあまり影響せず，対して溶接ビード脚長が小さく未溶着部からき裂が発生す

る破壊モードでは，未溶着高さ，フィレット半径が与える影響は非常に大きいといった結果を得た． 
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